


カスタムエポキシドームステッカー：実使用向けに仕様化された樹脂ドーム付きロゴラベル
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Details
 

カスタムのエポキシ・ドーム型ステッカーは、印刷して型抜きしたラベルの上に、カット端で止まる透明な樹脂レンズを流し込んで仕上げたものです。エポキシは、平らで屋内で使い、寿命
の短い部品に向いた選択肢です。屋外、曲面、または長寿命が求められるブランド部品は、量産を承認する前に脂肪族ポリウレタンでサンプルを確認してください。

カスタムエポキシドームステッカーは誰が購入し、どこに使うべきか？ ↑
最も一貫して購入しているのは、B2B 名のブランドオーナー、パッケージエンジニア、そして家電、家庭用機器、工具、車両、スポーツ用品の購買チームです。彼らが求めているのは、紙
のラベルではなく、製品の一部として見えるロゴです。印刷業界の ドームステッカーガイド[1] は、機器の銘板、シリアルプレート、車両のエンブレム、ヘルメットにドームを配置する方法
を解説しています。ブランドバッジを承認する前に、対象製品の表面で想定される使用寿命を確認してください。

番目のグループは、販促用品とパッケージ用途のバイヤーです。キーホルダー、USBメモリ、ドリンクウェア、ペン、ギフトボックスにドームを付けることで、ノベルティをより高級に見
せています。独立系クリエイターやヴィンテージコンピューターのモッダーからなる少数のグループは、短期間の生産でケースバッジやコレクター向けの作品を購入しています。

使用シナリオ 代表的な表面 最初に試す樹脂 主な注意点



屋内機器の銘板 平坦な金属または粉体塗装 エポキシで可 粉体塗装は実部品で剥離試験が必要
屋外の工具または車両エンブレム 平坦面から緩い曲面、日光暴露 脂肪族ポリウレタン エポキシはUVで琥珀色化する
短期販促ノベルティ 小さな平坦面 エポキシ 屋内用・短寿命部品として明記する
硬質製品の包装 平坦なパネル 店頭寿命で選定 ドーミング後の加熱工程は不可
ボトル、ヘルメット、丸みのあるパネル 緩い曲面 小型ポリウレタンドーム きつい曲面では接着強度にかかわらず剥がれる
コレクター用またはケースバッジ 平坦なケースパネル 硬度試験で選ぶ、いずれでも可 淡色ほど黄変が先に目立つ

この表はサンプル評価の出発点として使ってください。性能を保証するものではありません。樹脂はカタログページ上の製品名ではなく、日光、熱、屈曲、想定使用寿命で決まります。

サンプルが完璧に見えた後、なぜドームラベルは不具合を起こすのか？ ↑
問題点： サンプル到着時、エポキシとポリウレタンのドームは同じように光沢があります。ある ラベルメーカーの樹脂比較[4] によると、最初のおよそか月は両者を見分けられません。その
後、エポキシは光沢を失い、黄変、硬化、収縮、反りが始まります。

なぜ問題になるか： 不具合は、ラベルがすでに製品に貼られた後に現れます。ある ポリウレタン対エポキシの分析[5] は、わずかな日光でもエポキシ層が「使用開始からわずか数か月後」に
黄または茶色へ変わることがあると警告しています。白地や淡色地で特に目立ちます。関連する 3DDロゴステッカーの耐久性評価ガイド[6] では、直射日光のない倉庫でも、熱だけでエ
ポキシドームが琥珀色化する場合があると付け加えています。この色変化は元に戻せません。

収縮は第の不具合を引き起こします。樹脂が収縮するとラベル端部を持ち上げます。顧客は接着剤を疑いますが、 同じ比較 は原因をドーミング材料に求めています。大きな曲面では、 一般
的なドームステッカー問題のレビュー[7] によると、使用する接着強度にかかわらず、ドームは端部に沿って剥がれます。

解決策： 製品名ではなく、用途でラベルを指定してください。樹脂の化学組成を書面で明記させ、最終的な基材とインクでサンプルを作成し、構成全体の検査に合格してから初めて生産を承
認してください。承認前に、構成全体について黄変、気泡、密着不良、ドームの不均一さを確認してください。
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樹脂ドーム付きエポキシステッカーとは正確には何か？ ↑
ドームステッカーは4層で構成されます。印刷表材（通常はビニールまたはポリエステル）、感圧接着剤、剥離ライナー、そして上面に注ぐ樹脂です。樹脂は2液型またはUV硬化型です。
樹脂は型抜き端まで広がり、そこで表面張力により保持されてレンズを形成します。注型時にはライナーが重要です。 3M シートラベル材料 7903FL のデータシート[9] に
は、4.0 milのポリエステルライナーは「変形せず、ドーミング工程中に平滑な表面を提供する」と記載されています。

「エポキシドーム」は、化学組成の説明ではなくカテゴリ名であることがよくあります。 StickerAppのエポキシステッカーページ[10] では、これらのステッカーはポリウレタン樹
脂でコーティングされ、平滑な平面に最適とされています。つの名称がつの樹脂系を指すことがあるため、 4OVER4ガイドの規則に従ってください。サプライヤーが使用樹脂を明示し
ない場合、そのラベルは屋内製品として扱います。

可読性はレンズに左右されます。同ガイドによれば、曲面は「肩部の下にあるものすべて」を拡大します。細字、細い罫線、小さなシリアル数字は、したがって縁から離れた平坦な中央部に
配置すべきです。小さいラベルほど平坦部分が少ないため、実物校正で最終サイズと最小文字高さを確認してください。

仕様項目 公開情報からの参照値 注文での状態
サイズ 取引掲載情報では1辺当たり約10–120 mmとされています（EximNext) 見積書と校正で確定
ドーム厚 掲載情報では約1.0–2.0 mm サンプルで設定・確認
表材とライナー ポリエステルライナー上の印刷可能なビニールまたはポリエステル 基材ごとに選定
樹脂化学種 エポキシ、脂肪族ポリウレタン、またはUV硬化型 見積書に文書で明記
接着剤 恒久アクリル系。粉体塗装や低表面エネルギープラスチックには3M Adhesive 350などの高せん断アクリル系 実際の部品で剥離試験
版下 AI、PDF、またはPSD。Pantoneは別途確認 校正前に入稿前確認済み

上記の範囲は第三者ページの参照値です。本製品の約束ではありません。最小発注数量、製造時間、単価は、版下確認後に注文ごとに見積もられ、ここには掲載していません。接着剤選定は
購入者が最も過小評価しがちな項目です。テクスチャー付きまたはコーティング済みの筐体は、サンプルパネルの結果を転用できないため、生産部品で剥離確認が必要です。



ドームステッカー注文をどう指定し、サンプル評価し、承認するか？ ↑

ステップ1：用途を書き出す

基材、屋内または屋外への暴露、熱への暴露、屈曲、想定使用寿命を記録します。その事実に基づいて樹脂を決定します。ある 機器メーカーによるドーミング樹脂の概要[11] では、エポキ
シは屋内の硬質製品に使いやすく、ポリウレタンは屋外、柔軟、またはUV暴露品の通常の選択肢と説明されています。例外のない規則がつあります。ドーム付き部品をラミネーター、熱プ
レス、オーブンに通してはなりません。工程に熱が含まれる場合は、印刷済み屋外用ビニールを選んでください。

ステップ2：版下を入稿前確認する

閉じた型抜き線と確認済みPantone指定を含むベクターAIまたはPDFファイル（ラスター画像はPSD）を提出します。可能な限り鋭角は丸めます。ある ドーム生産エラーの解
説[12] では、直角や鋭い先端では表面張力が不安定になると説明されています。その箇所では樹脂が輪郭からあふれるか、引いて印刷面を露出させます。独立要素や細いブリッジが多いレイ
アウトでは吐出点を増やす必要があり、不良リスクが高まります。



ステップ3：最終材料でサンプル評価する

生産で予定する正確なインキ、フィルム、コーティングに試験片を注型します。機器メーカーの概要が指摘するように、これらの材料は濡れ性、接着性、透明性、硬化に影響します。迅速な
スクリーニング方法として、 Polinal比較の爪試験があります。ドーム中央を押してください。十数秒以内に跡が消える場合は柔軟なポリウレタンの可能性があります。跡が残る、また
は表面が硬すぎてへこまない場合はエポキシの可能性があります。見積書の「柔軟」「UV耐性」といった表現は試験できないため、樹脂データシートも請求してください。

ステップ4：印刷、型抜き、注型を管理する

注型前にインキを完全に乾燥させる必要があります。まだ湿った水性インキは層間剥離の一般的な原因です。バリや残材はあふれや切り欠きの原因になるため、型抜き端はきれいでなければ
なりません。生産エラーの解説では、混合比の1–2%の誤差でロットが台無しになると警告しています。注型エリアは約22–24°C、相対湿度はおよそ40–45%未満に保つこと
を推奨しています。硬化時間は樹脂系によって異なり、注文ごとに確認します。完全硬化前にラベルを積み重ねたり圧着したりしてはなりません。



ステップ5：出荷前に検査する

欠陥 合意すべき受入検査 想定原因
気泡または白濁 透過照明による目視検査 配合誤差、湿度、閉じ込められた空気
べたつく表面 硬化時間後の触感確認 硬化剤不足または混合不良
脆く硬すぎるドーム 爪および硬度確認 硬化剤過多、またはポリウレタンが必要な箇所でのエポキシ使用
角部でのあふれまたは引き戻り 拡大下での端部検査 鋭角、不安定な表面張力
端部浮き 実表面上での180°剥離試験、 ASTM D3330[13] に準拠 収縮、曲率、汚れた表面または低温表面
黄変リスク 淡色の保管サンプルを経時比較 エポキシの化学組成、UV、熱

校正に署名する前に、これらの検査に合意してください。不合格ロットは選別せず、ロット全体を廃棄するべきです。剥離試験は一貫性を確認しますが、屋外での使用寿命を予測するもので
はありません。

https://webstore.ansi.org/standards/astm/astmd3330d3330m042025


ステップ6：施工規則を納品書に記載する

表面をイソプロピルアルコールまたはヘプタンで清掃し、室温以上で貼付し、中央から外側へ押さえます。 3M 7903FLのデータシート では、50°F（10°C）未満の表面では
接着剤が硬くなりすぎて十分に接触できないと警告しています。ドーム表面は密封されていますが、裏面は密封されていません。水は「ドームを通らず、接着ラインから入る」のです。した
がって、汚れた表面やワックスの付いた表面での端部浮きは、防水性の不具合ではなく施工上の問題です。

ステップ7：梱包、記録、再注文を計画する

輸送中にドーム同士が押し付けられないよう、シート間に仕切り紙を入れるか袋詰めします。各ロット記録には、ロット番号、明記された樹脂（脂肪族ポリウレタンまたは特定のエポキシグ
レード）、硬化記録、液状樹脂のSDS、再注文時の色合わせ用に保管した淡色サンプルを含めるべきです。米国で販売する製品については、 FTCのMade in USAガイダン
ス[14] により、最終組立、すべての重要な加工、実質的にすべての部品が米国由来の場合にのみ、無条件の表示が認められます。

https://www.ftc.gov/business-guidance/resources/complying-made-usa-standard
https://www.ftc.gov/business-guidance/resources/complying-made-usa-standard


エポキシ、ポリウレタン、UV硬化型、またはフラットビニル：どれが用途に合うか？ ↑
以下の比較は、マーケティング名ではなく工程別に選択肢を分けています。購入者は、これらすべてが「エポキシドーム」として販売されていることをよく目にします。

選択肢 耐久性（サプライヤー公表値） 最適用途
液型エポキシ 主に屋内で数か月。硬く脆い 平坦な屋内プレート、短期販促
液型脂肪族ポリウレタン 屋外で数年の透明性。柔軟で、へこみが復元する 屋外部品、緩い曲面、長寿命ブランディング
UV硬化型樹脂ドーム 「屋内および限定的な屋外」、−10°Cから70°C（EximNext) 中～大規模の販促ロット
平面型抜きビニール 黄変する樹脂がない イベント、曲面、加熱工程
平面エンボスまたはホログラム 樹脂の経年劣化なし ドームなしで店頭視認性を確保

耐候性に関する主張は慎重に見る必要があります。ひとつは「 液型ポリウレタンの仕様ページ[18] 」で、紫外線と水への暴露を500時間与えても、目立った劣化がないと報告されていま
す。その結果はポリウレタンにのみ当てはまり、エポキシの注文に載せてはいけません。

数か月後に色の変化が起きても構わない短期間の屋内キャンペーンや平らな銘板に適しています。ブランド部品、屋外製品、緩やかな曲面には、まずポリウレタンのサンプルを確認してくだ
さい。両方のサンプルを並べて比較したうえで、初めてエポキシに切り替えてください。

2026年のドームラベル注文に影響する規格と規則は？ ↑
ASTM D3330/D3330M-04(2025)は、ドーム自体ではなく感圧接着剤の剥離接着力を測定します。 UL 969 Edition 6[19]は2025年に発行され、恒久
的な銘板または表示に使うラベルを対象とします。表材、インキ、接着剤、貼付面を一体として評価します。販促ステッカーは、エポキシまたは防水であるだけで認証品にはなりませ
ん。3M 7903FL材料のリスティング（UL File MH11410、CSA File 99316）はその材料のみを対象とし、その上に作られたカスタムドームは対象外です。

化学物質規則は現在、接着剤層にも及んでいます。TSCA第8(a)(7)条により、接着剤メーカーおよび輸入業者は、2011年以降に使用したすべてのPFAS（加工助剤や隠れた添
加剤を含む）を報告しなければなりません（PFAS更新情報2026[20]). 40 CFR § 751.407[21] は、接着剤におけるPIP（3:1）を6年2025月から禁止し、これ
を含む製品の流通を31年2026月以降禁止しています。EUでは、包装規則の主要規定が12年2026月から適用されています。第12(8)条は誤解を招く持続可能性ラベルを禁じ
ています（Gleiss Lutz[22]）。このため、根拠のない「エコエポキシ」という表現は包装ラベルから削除すべきです。

https://webstore.ansi.org/standards/ul/ul969ed2025
https://www.law.cornell.edu/cfr/text/40/751.407


ドームラベル調達の重要ポイント ↑
日光が関わる場合、エポキシは屋内用樹脂 —「～シーズン以内」に琥珀色化する（出典)
淡色の背景ほど黄変が先に目立つ —「使用開始からわずか数か月後」に見える（出典)
低温の表面では接着剤が十分に接触できない — 10°C（50°F）以上で貼付（出典)
混合許容差は厳しい — 1–2%の配合誤差でロットを廃棄する可能性がある。注型は約40–45% RH未満で行う（出典)
有料レポートの要約によれば、ドーミング樹脂市場は拡大している — $1.5十億、2025年。$2.9十億へ2034年までに拡大予測、CAGR 8.1%（出典)
PIP（3:1）を含む製品の流通は終了へ — 31年2026月以降は禁止（出典)

製品と同じだけ長持ちするカスタム樹脂ドームステッカーを仕様化する準備はできていますか？ ↑
優れたドームラベルは、カタログ名ではなく明確な仕様から始まります。表面、暴露条件、使用寿命を定義してください。樹脂を文書で明記します。合意した受入検査を伴い、最終材料で作
成したサンプルのみを承認してください。最小発注数量、製造時間、価格は、その範囲が明確になった時点で注文ごとに決まります。 見積もりと量産前サンプルをご希望の場合は、版下、対
象表面の写真、用途の詳細をお送りください。
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